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＋ ト＋＋ ＋ ＋ 左 下

.L ＋ ＋＋  ＋ 右 肢

2再第 -1,j＇；雨第第第而雨 雨
問領u四四四 ID上側 似｜｜

- －・ ＊、・北，，、 第
祉指－/I＿第 RI!: 五祉 四
RI!: V'I 世 第 E止 佐祉 v;1

尖第 後育 短長シ雨但I]-- シクテ
外

存指 不 第第共
スノ 夏 三五第
Jレ短 ノ RI!:＠：四
爪キ 外 ヨヨRI!:
不ヲ 貌 Pリノ、

正見 7 迄僅綾 形
ィ、pレ 一号き カカノj、

形？旨 z 
一一一

Xノ三四十ヲ二十ナニセ二先 Xソ卜シ十

線品E光京自直！￥：；！：短ヵキヨヲト官s十二「ヒr喝ヘ十工 つh立十 三 ル十シ十 性天 哩Q三光芸昆2事2著者キレヨシリ三年頃著4草ー民来英繭側書符二よ年す九ル方、
年メヘ年 六ニー
リ年ナ 年附年サ 備
リ、＊、リ
十、 十ソ十ト

年j'q左額I] 年三成／年三 云フ

四 頃額頃長マニ 後夏
）ヨ ヨ面 ヨ止デナ十￥会F ヲト 7

参リ リ不リマ普七 見ノ；第デ

~状異 第正育後！L3_盛年~ズ相＝持
問形 ／ 遺不異

考RI!:ナ
不十 安育

ヲ瓦ナ

第 ノリ 見ト弓

長委 分ヲ シナザ

祉 ト ナ プ＞ ILリ

玉
、
先
天
性
指
祉
肥
大
、
先
天
性
指
祉
嬉
小
、
裂
足
及
ピ
ソ
ノ
他
ノ
症
例

日

女

一
一

部

外

備

考

樋

＋ 

一
川
一
り
一
一
一
一
刊

位

形

戸、 f、F「
肥肥｜時『
聞

大大五
、J
参
照、J
x 
光
線
潟
民

第第

百百

五：五：
十十

例例

上

肢

下

例

数

姓

名

横

山

男

＋ 



第者~ 第 第第第第第

百 円 γ1 百 Ei 百百百

t、4・ -t、， 有． 五.＇｛1~ 五五 五

ート ’ト ート 十十十十十
7r .. 八七六五 PLl

例例 ~J 例例例伺j 例
一一一

演芝 矢 白竹黒卒芝

＼ 

谷岡 野－ 杉 内瀬岡田

女女 女 男男女男女

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋＋  ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

右左右 左左右 雨第雨側第 第一 第第
足足 量抑空 f領母I] ー - =:nn 問
第第 ・ 一

二二手 --t旨主 指指四一指指
．． E止で ID!: 指

四
白監 十旨
血t

欠欠全左第小小小 殆第第
ン三四

欠指 ニ
ド指欠指

知虫日知 会形形形
欠主日 虫日棲ノj、

11~1 2え

血間l: 

者園

：崩2「主刊X句、L 倒1レ説附言E栂j旨右第 得先先 足ズ天天賦側
一 位性

三主主逼主貫

一． ニユ ょユ 戸、

了 爾屈幽 雨
姫媛 ＝ 指締 E止
指 ス挟

二中 f展申 ヲ 屈曲、ー〆 ー十
望書

、R、官_, 
図不 分 ス

沓来中佐 由自
f展申

＝左 ~ 

第

批

申l

以
上
百
六
十
一
例
ニ
就
－
プ
統
計
的
批
判
ヲ
試
ミ

Y

ニ
営
9
、
葉
大
部
分
A

外
来
病
林
誌
－
一
ヨ
リ
ノ
タ
y
d
p

鴻
メ
ニ
種
々
ノ
不
備
ノ
貼
ア

Y
ヲ
遺

蛾
ト
ス
、
例
ヘ
バ
遺
侍
的
陶
係
ノ
記
載
不
備
－
一
シ
ア
之
ヲ
審
カ
ニ

ス
M
F

ヲ
得
ズ
、
只
余
輩
ノ
親
ジ
グ
接
セ

Y
例
程
二
一
於
－
ア
遺
侍
開
係
ヲ
明
－
フ
カ

－
一
ナ
ス
ヲ
得
タ
Y

ノ
ミ
。
叉
崎
形
ノ
部
位

－
一
関
ジ
ア
毛
少
数
例
－
一
一
於
ア
葉
記
載
ヲ
欠
キ
指
世
癒
合
例
ノ
如
キ
－
A

y
ノ
癒
合
ノ
繊
維
性
ナ

Y
カ

崎
市
叉
骨
性
ナ

Y
カ
A

殆
ン
ド
ソ
ノ
過
竿
数
以
上
不
明
ナ

9
シ
ヲ
以
－
プ
、

コ
、
二
一
括
～
v
－
プ
一
項
目
下
－
一
計
上
セ

9
0

（
二
、
蒐
集
百
六
十
一
例
中
男
八
十
七
例
ニ
一
割
ジ
女
七
十
四
例
ノ
比
ナ
リ
ノ
、

F
2
4
一EHF－田氏
A

部
分
的
崎
形
百
五
八
例
ノ
内
男
百

O
五
女
五

五
ノ
比
ヲ
血
中
グ
以
ア
蓬
カ
ニ
男
子
側
－
一
多
数
ナ
リ
ト
論
示
セ
U
Y

毛
、
余
ノ
例
－
一
於
－
ア
A

僅
カ
ニ
男
性
－
一
一
増
加
セ
U
F

ヲ
見
Y
ノ
ミ
。

更
ニ
ソ
ノ
崎
形
ノ
種
類
－
一
就
ア
男
女
－
一
来
タ

Y
煩
度
A

第
依
然
】

，..－司

原

著
』... 

林

三
七
七

〈
第
参
披

一＝一）



第
す
州
各

F、
原

箸...... 

林

一七
八

（
借
用
品
世
競

一
四
）

第

表

l/.LJ 

指
祉
癒過
令多
合
併
症

一一一一L一一一l一一一一一l

テコ
ーフ

」ヒ
症ダ

ク

指
枇
肥
大
症

「一一寸一一一ーl一一一一一
主員裂
ソ足
／及
f也指
E止
量発

五

指
魁
過
多
症

指
駈
癒
A
ロ症

i¥. 

i¥. 

~ ，、

ムノ、

郎
チ
指
祉
過
多
症
A

蒐
集
例
中
最
多
数
－
一
ジ
ア
性
別
－
一
ア
A

殆
ド
大
差
ナ
シ

指
祉
癒
合
例
之
レ
ニ
究
ギ
男
性
運
カ
ニ
多
uv
、
指
馳
過
多
癒
合
合
併
症
モ
亦
男
性
ニ
多
シ
、
然
Y

－
一
「
プ
ラ
ヒ
グ
ク
ア
リ
ノ

1
」
症
－
一
ア
？
プ

A

反
之
女
性
一
一
多
キ
ア
認
メ
タ

y
。

（
二
）
、
衣
ニ
崎
形
ノ
頻
度
何
グ
レ
ノ
手
足
一
一
多
キ
ヤ
、

シ
ガ
、
余
ノ
賓
例
－
一
於
ア
て

問
右
手
（
五
十
例
）
、
問
左
足
（
三
十
一
例
）
、

m右
足
（
二
十
七
例
）
、
町
南
足
（
二
十
二
例
）
、
川
左
手
（
十
二
例
）
、
町
雨
手
（
六
例
）
、
四
南
手

f
・、、

、l
ノ

ハリ

／
L

V

J

川

足
（
三
例
）
、
川
右
手
左
足
（
二
例
）
、
バ
右
手
南
側
（
二
例
）
、
川
左
足
南
手
（
二
例
）
、
山
左
手
左
足
（
一
例
）
、
凶
右
手
右
足
（
一
例
）
、
犯
右
足

雨
手
（
一
例
）
ニ
シ
テ
印
チ
一
手
l
一
足
l
雨
足
ノ
順
究
ナ
リ
、
特
－
一
左
手
ノ
右
手
ζ

比
シ
ア
著
シ
ク
少
キ
A

興
味
ア
Y
問
題
ナ

y
。

又

CHapg
田
氏
ノ
所
謂
「
右
側
－
一
多
シ
」
ト
比
ス
w
y

時
《
余
輩
ノ
蒐
集
例
一
一
於
－
プ
A

之
レ
ニ
「
但
ジ
上
肢
－
一
於
ア
」
ノ
附
記
ア
呈
示
セ
ン
ト
ス

E
S
E
c－－氏
A

一
手

l
雨
足

l
両
手
！
一
足
或
A

雨
足
及
一
手
ノ
順
位
ナ
リ
ト
論
ゼ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

（
三
）
、
時
形
ノ
部
位

第
ニ
t
y
I

指
此
過
多
症
（
指
駈
過
多
癒
A
V
合
併
症
ノ
コ
レ
ュ
閥
係
ア
ル
モ
ノ
ヲ
モ
加
フ
、
且
ツ
同
一
人
－
一
シ
テ
二
肢
以
上
一
一

f
t

、
崎
形
生
ゼ
ル
モ
ノ
ユ
関
シ
テ
ハ
各
々
一
一
間
ト

ゴ
ア
算
入
セ
リ
）

昔日

位

第
一
指
（
祉
）
側

第
況
指
（
祉
）
側

第
二
指
（
鮭
｝
側

不
明
ノ

モ
ノ

指
fヘ
血t、J



例

右

一一一一一（二）

五
（
十
二
）

一（一）

へ
（
三
）

数

左

六（＝一）

四
（
十
七
〉

O
（一）

五
（
六
｝

附
記
、
第
七
一
例
ニ
於
－
プ
A

軍
ニ
指
祉
、
過
多
症
ト
云
ア
ノ
ミ
ニ
ア
、
ソ
レ
以
外
A

全
ク
不
明
ナ
7
0

前
表
一
一
見
Y
如
ク
、
上
肢
－
一
於
－
ア
特
ェ
右
側
第
一
指
－
一
多
ク
、
左
側
－
一
比
ス
山
戸
時
A

ソ
ノ
差
容
壊
ナ
リ
、
下
肢
一
一
於
－
ア
A

第
五
祉
側
－
一
最
モ

多
グ
来

y
左
右
殆
ン
ド
差
違
ナ
ジ
、
吋
C

－出件。
『
氏
－
一
ヨ
レ
バ
第
五
指
祉
－
一
来
Y
事
最
モ
屡
々
－
一
ジ
ア
第
一
指
肱
側
－
－
A

少
ジ
ト
云
へ

Y

毛
、
余

輩
ノ
例
ニ

於－プ
A

然
日
ブ
ザ
ソ
キ
。

第
三
表

(II) 

指批癒合症（指此過多癒合合併症巾コレニ関係アルモr、ソノ他同一人ノ二肢以上ノ崎形ハ各々別個トシテ加算ス〉

左 右
部
位

主第第一
五指

一 十旨J~一

至第
第二
三指

一一・ 指乃

主第
第二
四指。一旬 指乃
至第
第
五指

一一・． 指乃

五第
第二主
凶指

四 五 指l'J

至第
第三
五指。一 指乃
一
至第

第I・・，.ーふT四ヒ回' 。 指乃

／言E
モ事
ノ不

一 明

一川

件

現

耕
地
断

（
時

草

子

誠

一

器

削

「

諮

問

（

託

制

（

瑞

先

制

（

諸

説

」

明

知

町

五

議

一

不

明

ノ

モ

ノ

「
川

ト

「

「

「

「

「

「

「

「

ト

一

一
九
一

一

一

「

戸

一

一

一

一

一

一

四

。

＋ 

。

ムノ、

ptJ 

＋ 
七

凶

右
表
示
ニ
ヨ
レ
バ
指
祉
癒
合
症
A

下
肢
ニ
特
ニ
多
ジ
、
上
肢
－
一
於
－
ア
第
三
乃
至
第
四
指
間
ニ
最
モ
多
ク
、
下
肢
－
一
於
－
プ
A

第
四
、
第
五
祉
関

－一
旗
繁
一
一
来

y
、
ジ
カ
モ
一
般
－
一
左
足

－
一
ヨ
リ
多
数
ナ
リ
ノ
。

第
四
表

(III) 

「
プ
ラ
ヒ
ダ
タ
テ
リ
l
」
症
周
一
人
ノ
ニ
肢
以
上
－
一
ア
ル
モ
ノ
ヲ
各
々
別
個
ト
シ
テ
計
上
ス
〉

第
或
鼻
骨

，...‘ 
穣

筆、＿，

林

三
七
九

（
第
参
務

一
五
〉



第
戒
品
位

F『
原

著
....i 

林

三
八

O

〈
第
参
強

一六）

左 右
部
位

一
第

一・

。。祉
第

」。It 
r、 （ 

ー 一 十旨
＇－－’ 
、、J

第

四

五 五 祉

第

五

一 It 一一

「
プ
ラ
ヒ
ダ
ク
ア
リ

1
」
一征
（
指
祉
短
媛
症
）
A

上
肢
－
一
来
u
y

コ
ト
稀
レ
ユ
ジ
ア
下
肢
－
一
多
ク
、
特
ニ

第
四
祉
ニ
多
接
セ

リノ。

町
指
祉
肥
大
（
先
天
性
）
並
ピ
ニ
指
祉
快
損
及
ピ
裂
足
痕
例
－
一
関
ジ
ア
A

例
読
過
少
数
ナ

Y

7
以
ア
各
例
ノ
傑
下
ノ
記
載
－
一
止
ム
。

（
四
）
、
指
祉
崎
形
ノ
形
式
タ
Y

ヤ
多
槽
且
ッ
多
様
－
一
ジ
ア
、
決
定
的
ニ
之
レ
ヲ
統
一
ス

Y
事
難
事
タ

y
、
余
輩
A

悲
－
一
従
来
諸
家
ノ
経
験
上
ノ

事
貫
一
一
基
グ
キ
ア
ノ
分
類
－
一
因
ラ
ン
ト
ス
。

mw指
祉
過
多
症
並
ニ
指
祉
過
多
癒
合
合
併
症
中
コ
レ
－
一
関
係
ア

Y
モ
ノ
、
恒
ジ
同
一
人
－
二
三
ア
二
肢
以
上
ニ
有
ス

Y

モ
ノ
ヲ
各
個
一
一
加
プ
。

第

五

表

会

十
八
（
四
）

y、
メ~

叉

形

指
〆向、

祉

不
明
ノ

モ
／ 

指
〆戸、

;iJI: 
、，〆

十六（
八
〉

十一一
一（lrb
〉

干重

類

，合
フE

突
・起

形
指
（
祉
）

伊j

数

八
（一一
一ニ）

右
表
ノ
如
グ
、
上
肢
－
一
於
－
7

A

健
常
指
ノ
側
方
ヨ
η
ノ
生
ゼ

Y
突
起
形
ヲ
ナ
ス
過
剰
指
最
モ
多
例
ニ
ジ
ア
、
指
尖
端
分
欠
ノ
モ
ノ
之
レ
ニ
衣
グ

リ
、
而
シ
ア
完
全
（
車
濁
）
指
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
稀
レ
ナ

y
。
下
肢
－
一
ア
リ
ア
A

反
之
完
全
世
頗
プ
Y
多
ク
ジ
ア
、
分
欠
航
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
、
突
起
形

ヲ
呈
ス

Y

毛
ノ
稀
少
ナ
リ
ノ
。
指
骨
尖
端
部
ノ
重
複
A

栂
指
－
一
最
モ
多
ク
第
一
世
－
一
越
ペ
タ
Y

民
三
E

Z

O
］
氏
ノ
言
ト
ホ
V

同
様
ノ
結
果
ヲ
余
ハ

ョ
、
二
郎
メ
タ
リ
。
（
指
祉
過
多
症
例
ノ
項
奉
照
）

町
指
祉
癒
合
症
挫
ピ
ニ
指
祉
過
多
癒
合
合
併
症
中
コ
レ
ユ
関
係
ア
グ
’
モ
ノ
、
但
hv
同
一
人
ノ
二
肢
以
上
ニ
崎
形
ヲ
有
ス
U
F

モ
ノ
A

各
別
個
ト

ジ
ア
計
上
ス。



第

2ーヨー｜穴
表

撲

指（祉）

七

十
七

繊
維
性
乃
至

十｜喜
四｜秘
つ l合
王｜指
〉｜肱

不
明
／
モ
ノ
指
（
祉
）

去
十
一
一
）
一

前
表
A

繊
維
性
乃
至
骨
性
癒
合
ノ
下
肢
－
一
多
ク
シ
ア
上
肢
ノ
場
合
ノ
約
二
倍
強
ナ
ソ
、
然
Y

－
一
撲
祉
ノ
例
敷
A

又
上
肢
－
一
少
ク
ジ
ア
下
肢
ノ

ソ

ν
ノ
約
三
分
ノ
一
一
場
ノ
敷
ヲ
示
セ

y
。
諸
家
コ
ノ
撲
指
祉
ノ
形
状
ア
ト
W

モ
ノ
最
毛
多
ジ
ト
論
ズ

Y
毛
、
余
輩
ノ
場
合
品
於
ア
A

寧
ロ
固
ク

癒
着
セ

Y
例
数
ノ
蓬
カ
－
一
コ
レ
ニ
優
サ
レ

Y
ヲ
認
ム
。

第

四

概

括

以
上
ノ
統
計
示
表
ヲ
通
覧
ス

Y

－一、

（
一
）
、
余
ノ
統
計
例
百
六
十
一
中
指
祉
過
多
症
最
屯
多
数
－
一
シ
－
プ
指
祉
癒
合
症
之
レ
ニ
ツ
ギ
、
ソ
レ
以
外
ノ
指
祉
崎
形
A

遁
カ
－
一
少
数
ナ

y
。

更
－
一
男
女
躍
病
敷
ハ
全
健
ト
ジ
ア
A

大
差
ナ
ジ
。
指
祉
癒
合
症
A

男
性
－
一
多
ク
、
指
祉
過
多
憲
合
合
併
症
及
ピ
「
プ
ラ
ヒ
ダ
ク
ア
？

1
」
症
（
指

祉
一
短
媛
症
）
ユ
ア
η
ノア
A

遁
カ
由
一
女
性
－
一
頻
繁
ナ

Y
7
見
y
。
（
第
一
表
）

（
二
）
、
指
祉
崎
形
ノ
頻
度
A

、
第
一
右
手
。
第
二
、
左
足
。
第
三
、
右
足
。
第
四
、
雨
足
。
第
五
、
左
手
。
第
六
、
雨
手
。
第
七
、
雨
手
足

第
八
、
右
手
左
足
ノ
順
序
－
一
七
プ
手
指
左
右
－
一
来
グ
頻
度
ノ
差
A

足
祉
左
右
ノ
ソ
レ
ヨ

9
毛
蓬
カ
ニ
大
ナ
η
ノ。

〈
一
二
）
、
夏
ニ
指
祉
崎
形
ノ
部
位
－
一
一
閥
シ
、
指
祉
過
多
症
－
一
ア

y
－
プ
丹
、
ソ
ノ
指
祉
教
ノ
最
多
ナ
Y

モ
ノ
ト
ジ
ア
A

ム
ヘ
指
祉
ヲ
敷
プ
w
y

ノ
ミ
ニ
シ

ア
諸
家
ノ
詮
例
ノ
如
キ
七
指
祉
以
上
ノ
モ
ノ
A

経
験
セ
ザ
日
ノ
キ
。
而
ジ
ア
上
肢
右
側
第
一
指
一
一
特
一
一
多
ク
、
下
肢
ノ
第
五
祉
雨
側
之
レ
ニ
究
グ

9
0
（
第
二
表
）

指
祉
癒
合
症
－
一
ア
η
ノ－
7
A
上
肢
第
三
指
第
四
指
閥
ノ
モ
ノ
比
駿
的
多
数
ナ
ソ
、
サ
レ
ド
毛
、
下
肢
第
四
祉
第
五
祉
間
ノ
癒
合
数
二
削
者
一
一
比

ジ
蓬
カ
－
一
大
ナ
9
。
（
第
三
表
）

例 種

第
一
爪
品
位

.－、
原

著
』4

林

J 

（
第
参
務

一
七
）



第
戒
品
世

F『

原

箸
1-.J 

林

三
八
二

〈
崎
県
参
貌

，，、
、＿，

指
祉
短
媛
症
ニ
ア
ヌ
ア
A

、
上
肢
ニ
稀
レ
ニ
ジ
－
プ
下
肢
而
毛
第
四
祉
ユ
最
モ
多
例
ナ

9
0
（
第
四
表
）

（
四
）
、
崎
形
ノ
形
式
ノ
大
様
A

指
祉
過
多
症
－
一
ア

y
－Y
A
完
全
（
軍
湖
）
祉
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
最
モ
多
ク
、
突
起
形
指
コ

ν
ニ
究
ギ
、
八
7
M
人
形
指
A

第

三
位
タ

y
。
（
第
五
表
）

指
祉
癒
合
症
ニ
ア

y
－プ
A

繊
維
性
乃
至
骨
性
癒
着
形
ノ
下
肢
品
特
ユ
多
例
ナ
η
ノ
、
撲
祉
コ
レ
ニ
究
グ
、
上
肢
－
一
一
於
プ
モ
亦
前
対
郊
カ

ニ
多
数

ナ

y
ト
雄
、
雨
例
共
－
一
下
肢
－
一
比
ジ
僅
少
ナ

y
。
（
第
六
表
）

捌
筆

ュ
臨
ミ
恩
師
烏
潟
、
磯
部
南
数
授
ノ
多
年
ノ
臨
床
的
材
料
ヲ
比
較
研
究
ス

Y
事
ヲ
許
諾
セ
ラ
レ
タ
Y
事
二
割
ジ
謹
ン
デ

謝
ス
。

附

説

固

明

〈
一
）
、
木
俣
氏
、
蹴
骨
分
4
A
シ
各
尖
端
ヨ
リ
駈
骨
生
ゼ
ル
ガ
知
事
ヲ
墨
ス
。
（
指
一
此
過
一

多

症

、

右

足

）

一

〈
二
）
、
南
氏
、
第
五
枇
第
六
祉
骨
ハ
恰
モ
第
va
蹴
骨
2

H

出
デ
タ
ル
ガ
知
キ
叫
肌
ヲ
曇
シ
第

一

五
第
六
駈
ノ
第
一
祉
骨
／
基
根
部
品
一
ツ
ノ
遊
膝
骨
ヲ
見
ル
。
（
指
此
過
多
癒
合

一

合

併

症

、

左

足

）

↑

合
一
）
、
申
納
氏
、
雨
側
企
ハ
第
四
蹴
骨
／
愛
育
不
完
会
ナ
ル
ヲ
凡
ル
。
（
指
祉
短
経
症
、
雨
足
〉
一

陪

ゆ

』.. 

:r 

、
ニ
一
敬

（
四
）
、
中
田
氏
、
第
二
舷
骨
ノ
短
小
ヲ
認
ム

。
（
指
枇
短
綾
症
、

左
足
）

（
五
）
、
樋
口
氏
、
第
二
此
骨
／
第
二
第
三
骨
ハ
明
一
フ
カ
エ
他
ニ
比
シ
巨
大
ナ

p
o

性
肥
大
症
、
左
足
）

（
六
）
、
演
谷
氏
、
（
士
）
第
三
蹴
骨
／
袋
育
不
完
全
ヲ
凡
ル
、
第
凶
祉
骨
プ
欠
如
ス
。
（
裂

足
症
、
右
足
）
（
八
）
、
巳
二
蹴
骨
列
位
＝
於
テ
第
二
第
三
骨
間
二
裂
隙
ア
ル
ヲ
見

ル
、
第
二
及
第
三
批
骨
ハ
明
ラ
カ
＝
欠
如
ス
。
（
同
症
、
左
足
）

（
先
天
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A
 Statistical 

consideration 
o
n
 the 
malformation 

of 
fingers 

a
n
d
 toes 
(lusus 
naturae.) 

B
y
 

D
r
.
 
D
A
I
J
O
 K
O
B
A
Y
A
S
H
I
.
 

Resume. 

I
 believe 
that
“
m
a
l
f
o
r
m
a
t
i
o
n
”
is 
the 
m
o
s
t
 appropriate 

t
e
r
m
 
to 
designate 

those 
cases 
of variation 

w
h
i
c
h
 
originate 

m
 
the 
g
e
r
m
i
n
a
l
 
capsule 

of 
a
n
 
e
m
b
r
y
o
,
 
or 
.
 
w
h
i
c
h
 
w
e
r
e
 
already 
f
o
r
m
e
d
 
in 
a
n
 e
m
b
r
y
o
 before 
delivery 

o
w
i
n
g
 
to 
the 

e
仔
ects
of 
the 
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 in 
w
h
i
c
h
 it 
w
a
s
 placed, 

a
n
d
 w
h
i
c
h
 is 
not 
to 
b
e
 
attributed 

to 
a
n
y
 
disease 
existing 

in 
the 

e
m
b
r
y
o
 
itself. 
I
 h
a
v
e
 
m
a
d
e
 
a
 statistical 

s
t
u
d
y
 
in 
regard 
to 
cases 
of 
m
a
l
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
(as 
defined 
above) 
of
行
時
ers
a
n
d
 

toes 
(polydactylism, 

syndactylism, 
etc.) 
that 
h
a
v
e
 
c
o
m
e
 u
n
d
e
r
 
m
y
 observation 

in 
t
h
e
 
hospital 

with 
w
h
i
c
h
 
I
 a
m
 con-

nected 
during 
the 
period 
1
9
1
4
-
1
9
2
4
・
T
h
e
result 
of 
m
y
 investigations 

u
p
 
to 
data 
m
a
y
 b
e
 
s
u
m
m
a
r
i
z
e
d
 
as 
follows :

 

a. 
A
m
o
n
g
 
the 
l
6
I
 
cases 
I
 observed 

in 
this 
connection, 

cases 
of polydactylism 

w
e
r
e
 m
o
s
t
 
n
u
m
e
r
o
u
s
;
 those 
of 

s
y
n
d
a
c
t
y
l
i
s
m
 
c
o
m
i
n
g
 next, 
while 
other 
varieties 

of 
malformation 

of 
fingers 
or 
toes
.
 we
r
e
 
b
y
 far 
less 
n
u
m
e
r
o
u
s
.
 
Malfor-

m
a
t
i
o
n
 
of 
fingers 
or 
toes 
w
a
s
 
nearly 
equally 

distributed 
b
e
t
w
e
e
n
 
both 
sexes
.
 
S
y
n
d
a
c
t
y
l
i
s
m
 
w
a
s
 
m
e
t
 
w
i
t
h
 
m
o
r
e
 

frequently 
in 
m
a
l
e
s
 
t
h
a
n
 
in 
females, 

while 
polydactylism 

a
n
d
 brachydactylism 

w
e
r
e
 m
e
t
 with 
far 
m
o
r
e
 frequently 

in 

females 
than 
in 
males. 
(See 
T
a
b
l
e
 
I.) 

b
.
 T
h
e
 degrees 

of frequency 
with 
w
h
i
c
h
 
malformation 

of・fingers 
or 
toes 
w
a
s
 
found 
in 
various 
limbs 
w
e
r
e
 
in 
the 

following 
order: 

r. 
R
i
g
h
t
 
hand, 

2. 
Left 
foot, 
3. 
R
i
g
h
t
 
foot, 
4. 
B
o
t
h
 
feet, 
5. 
Left 
hand, 

6. 
B
o
t
h
 hands, 

7. 
B
o
t
h
 
h
a
n
d
s
 
a
n
d
 
feet, 
8. 
R
i
g
h
t
 
h
a
n
d
 
a
n
d
 
left 
foot. 
T
h
e
 
difference 

in 
frequency 

(with 
w
h
i
c
h
 deformation 

事
長
悦
~
【
医
柳
】
+
 *
 

111<111 
（
総
秘
書
芸
1
 -?) 



朝長悩若草
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腿
榊
】
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111<m 
（頼者偽室長
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0
)
 

occurred) 
b
e
t
w
e
e
n
 
the 
right 
a
n
d
 
left 
h
a
n
d
s
 
w
a
s
 b
y
 far 
m
o
r
e
 p
r
o
n
o
u
n
c
e
d
 
t
h
a
n
 
that 
b
e
t
w
e
e
n
 
the 
right 
a
n
d
 
left 
feet. 

c. 
A
s
 regards 

the 
location 

of 
m
a
l
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
of 
fingers 
or 
toes, 
polydactylism 

w
a
s
 
o
b
s
e
r
v
e
d
 
especially 

lre,1ucntly 

b
y
 
t
h
e
 
side 
of 
the 
first 
finger 
of 
the 
right 
h
a
n
d
 a
n
d
 
n
e
x
t
 
m
p
s
t
 frequently 

o
n
 either 
side 
of 
the 
fifth 
toe 
of 
the 
foot. 

(
S
e
e
 
T
a
b
l
e
 2.) 
V
a
r
i
o
u
s
 
authorities 

refer 
to 
cases 
of 
m
a
l
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
w
h
e
r
e
 
s
e
v
e
n
 
or 
m
o
r
e
 
日
昭
ers
or 
toes 
h
a
v
e
 
b
e
e
n
 

found, 
b
u
t
 
I
 ne
v
e
r
 
c
a
m
e
 across 
a
n
 instance 

of 
a
 h
a
n
d
 
or 
foot 
w
i
t
h
 
m
o
r
e
 t
h
a
n
 
six 
fing-e

刊
or
toes. 
A
s
 for 
syndactylism, 

I
 ob
s
e
r
v
e
d
 
it 
to 
o
c
c
u
r
 
b
e
t
w
e
e
n
 
the 
third 
a
n
d
 fourth
五
ngers
of 
the 
h
a
n
d
 
in 
a
 considerably 

n
u
m
b
e
r
 
of 
cases. 
B
u
t
 
I
 

f
o
u
n
d
 
m
a
n
y
 
m
o
r
e
 
cases 
of 
a
d
h
e
s
i
o
n
 。
f
the 
fOL
川
h
a
n
d
拍
h
toes 
of the 
foot. 
(
S
e
e
 
T
a
b
l
e
 
3.) 
B
r
a
c
h
y
d
a
c
t
y
l
1
s
m
 
w
a
s
 

o
b
s
e
r
v
e
d
 
to 
occur 
but 
s
e
l
d
o
m
 
in 
the 
bands, 
m
o
s
t
 instances 

of 
it 
b
e
i
n
g
 
f
o
u
n
d
 
in 
the 
fo
ぽ
，
m
o
r
e
especially, 

in 
the 
fourth 

toe. 
(
S
e
e
 
T
a
b
l
e
 4.) 

d. 
A
s
 regards 

the 
f
o
r
m
s
 
of 
malformation, 

generally 
speaking, 

polydactylism 
occurred 

m
o
s
t
 frequently 

in 
the s
h
a
p
e
 

of a
 c
o
m
p
l
e
t
e
 
or 
separate 

toe 
a
n
d
 less 
frequently 

in 
a
 projecting 

(protruding) 
finger, 
a
 fork 
like 
f.inger 
c
o
n
 

t
h
e
 
o
r
d
e
r
 
of frequency. 

(
S
e
e
 
T
a
b
l
e
 
5
 .) 
O
f
 syndactylis

凪
there
w
e
r
e
 
m
a
n
y
 instances 

of
日
brous
or 
osseous 
adhesions 

in 

the 
l
o
w
e
r
 
limbs ;
 ca
吉
田
of 
w
e
b
-
t
o
e
s
 
c
a
m
e
 next.
‘
 In 
the 
case 
of 
the 
u
p
p
e
r
 
limbs 
also, 
there 
w
e
r
e
 b
y
 far 
m
o
r
e
 instances 

of
日
b
r
o
u
s
or 
osseous 
a
d
h
e
s
i
o
n
 
t
h
a
n
 
those 
of web-fingers, 

but 
the 
instances 

of 
b
o
t
h
 
o
b
s
e
r
v
e
d
 
in 
the 
h
a
n
d
s
 
w
e
r
e
 
less. 

t
h
a
n
 
in 
the 
feet. 
(
S
e
e
 
T
a
b
l
e
 
6.) 




